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(57)【要約】
【課題】使用者が電話を受けられない場所あるいは電話
を受けたくない場所にいるときに、ドアホンから使用者
の電話通信端末に電話が行われるのを防止すること。
【解決手段】ドアホンと無線電話により通信する電話通
信端末において、携帯電話機１００は、使用者が前記ド
アホン２００からの電話を受けられない場所あるいは電
話を受けたくない場所を、通知拒否エリアに登録できる
ように構成されており、前記携帯電話機１００が前記通
知拒否エリアに入っている間、前記呼び出し釦が押され
た場合に、前記携帯電話機１００に電話することを禁止
し、かつ前記留守番機能を動作させるように、前記ドア
ホン２００を制御するように、前記携帯電話機１００は
構成されている。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ドアホンと無線電話により通信する電話通信端末において、
　前記ドアホンは、
　ドアに対応して設けられている、人感センサーと、カメラと、呼び出し釦とを備えてお
り、
　人物の識別情報として、顔画像を登録できるように構成されており、
　訪問者が前記ドアに近づいたことを前記人感センサーが検出すると、前記カメラを作動
させて前記訪問者の顔画像を撮影かつ記録し、
　前記訪問者の顔画像と登録されている前記顔画像とに基づいて、前記訪問者が、前記顔
画像が登録されている登録者か未登録者かを判断し、
　前記訪問者によって前記呼び出し釦が押されると、前記訪問者が前記登録者か前記未登
録者かに応じて、前記電話通信端末に電話し、あるいは留守番機能を動作させる、ように
構成されており、
　前記電話通信端末は、
　使用者が前記ドアホンからの電話を受けられない場所あるいは電話を受けたくない場所
を、通知拒否エリアに登録できるように構成されており、
　前記電話通信端末が前記通知拒否エリアに入っている間、前記呼び出し釦が押された場
合に、前記電話通信端末に電話することを禁止し、かつ前記留守番機能を動作させるよう
に、前記ドアホンを制御するように構成されている、ことを特徴とする電話通信端末。
【請求項２】
　請求項１に記載の電話通信端末であって、
　前記電話通信端末の動作モードを、前記使用者が前記ドアホンからの電話を受けない通
知拒否モードに設定できるように構成されており、
　前記動作モードが前記通知拒否モードに設定されている間、前記呼び出し釦が押された
場合に、前記電話通信端末に電話することを禁止し、かつ前記留守番機能を動作させるよ
うに、前記ドアホンを制御するように構成されている、電話通信端末。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の電話通信端末およびドアホンからなる通信システムであって
、
　前記ドアが開かれたときの動画をドア開動画として登録できるように、かつ前記ドアが
開かれた場合に電話するか否かを前記登録者の各々および前記未登録者に対して登録でき
るように構成されており、
　登録された前記ドア開動画に一致または類似する動画が前記カメラによって撮影された
とき、前記訪問者に応じて、前記電話通信端末に電話し、あるいは電話しないように構成
されている、通信システム。
【請求項４】
　無線電話により互いに通信する電話通信端末およびドアホンを備えている通信システム
の制御方法であって、
　前記ドアホンは、
　ドアに対応して設けられている、人感センサーと、カメラと、呼び出し釦とを備えてお
り、
　人物の識別情報として、顔画像を登録できるように、構成されており、
　訪問者が前記ドアに近づいたことを前記人感センサーが検出すると、前記カメラを作動
させて前記訪問者の顔画像を撮影かつ記録するように、構成されており、
　前記訪問者の顔画像と登録されている前記顔画像とに基づいて、前記訪問者が、前記顔
画像が登録されている登録者か未登録者かを判断するように、構成されており、
　前記訪問者によって前記呼び出し釦が押されると、前記訪問者が前記登録者か前記未登
録者かに応じて、前記電話通信端末に電話し、あるいは留守番機能を動作させるように、
構成されており、
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　前記ドアが開かれたときの動画をドア開動画として登録できるように、かつ前記ドアが
開かれた場合に電話するか否かを前記登録者の各々および前記未登録者に対して登録でき
るように構成されており、
　前記電話通信端末は、
　使用者が前記ドアホンからの電話を受けられない場所あるいは電話を受けたくない場所
を、通知拒否エリアに登録できるように構成されており、
　前記電話通信端末の動作モードを、前記使用者がドアホンからの電話を受けない通知拒
否モードに設定できるように構成されており、
　前記制御方法は、
　前記電話通信端末が前記通知拒否エリアに入っている間、および／または前記動作モー
ドが前記通知拒否モードに設定されている間、前記呼び出し釦が押された場合に、前記電
話通信端末に電話することを禁止し、かつ前記留守番機能を動作させるように、前記ドア
ホンを制御する工程と、
　前記電話通信端末が前記通知拒否エリアから出ると、および／または前記動作モードが
、前記通知拒否モードから、前記使用者が前記ドアホンからの電話を受ける通知許可モー
ドに変更されると、通知許可を前記電話通信端末から前記ドアホンに送信する工程と、
　前記ドアホンが前記通知許可を受信すると、前記ドアホンが前記電話通信端末に電話す
ることを禁止されていた間に記録された前記訪問者の顔画像および／または動画を、前記
電話通信端末に送信する工程と、
　登録された前記ドア開動画に一致または類似する動画が前記カメラによって撮影された
とき、前記訪問者に応じて、前記電話通信端末に電話し、あるいは電話しないように構成
されている、ことを特徴とする通信システム。
【請求項５】
　請求項２に記載の電話通信端末およびドアホンからなる通信システムであって、
　前記電話通信端末は、前記電話通信端末が前記通知拒否エリアから出ると、通知許可を
前記ドアホンに送信するように構成されており、
　前記電話通信端末は、前記動作モードが、前記通知拒否モードから、前記使用者がドア
ホンからの電話を受ける通知許可モードに変更されると、通知許可を前記ドアホンに送信
するように構成されており、
　前記ドアホンは、前記通知許可を受信すると、前記ドアホンが前記電話通信端末に電話
することを禁止されていた間に記録された前記訪問者の顔画像および／または動画を、前
記電話通信端末に送信するように構成されている、通信システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ドアホンと無線電話により通信する電話通信端末、前記ドアホンおよび電話
通信端末からなる通信システム、および前記通信システムの制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、一般のドアホンにおいて、次のようなドアホンが知られている。訪問者がドアホ
ンのボタンを押すと、ドアホンが携帯電話機に電話をかけて訪問者が来たことを使用者に
通知するとともに、訪問者の顔画像を携帯電話機に送り、誰がきたか使用者にわかるよう
になっている。使用者は、その訪問者と携帯電話機を通じて、会話をすることができたり
、また、留守番用メッセージを流したりして用件を録音したり、居留守をしたりできるよ
うになっている。
【０００３】
　特許文献１は、使用者が留守時に訪れた訪問者を判断し、特定の訪問者に対して、外出
先の住人と直接通話をすることが可能なドアホンを開示している。
【０００４】
　特許文献２は、使用者が留守の場合でも、予め登録された訪問者の固有情報と照合して
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訪問者の本人確認ができた場合には、予め登録された複数の家人の中の適切な家人のモバ
イル機器に、インターホン経由で個別に連絡を取り合えるインターホンを開示している。
【０００５】
　特許文献３は、次のインターホンシステムを開示している。このインターホンシステム
は、インターホン親機が固定電話機を兼ねており、訪問者の電話番号が予め固有情報とし
て登録されている。訪問者からの発信者番号と登録されている電話番号とが一致した場合
に、このインターホンシステムは、訪問者の電話番号（発信者番号）と対応付けられてい
る家人の携帯電話番号に、受信電話を転送する。
【０００６】
　特許文献４では、ドアホンからの呼出を通信端末に転送し、通信端末側で訪問者を確認
してから応答するか否か選択することが出来るドアホンを開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００２－６４６４２号公報
【特許文献２】特開２００５－３２３２９０号公報
【特許文献３】特開２０１０－１１４６６３号公報
【特許文献４】特開２０１１－４２４５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、上記従来のドアホンは使用者の状況を把握できない。このため、使用者
が電話を受けられない場所あるいは電話を受けたくない場所（例えば、会議室や映画館な
ど）にいたとしても、ドアホンから使用者の携帯電話機に電話が行われていた。このため
、使用者はドアホンからの電話を煩雑に感じることがあった。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る電話通信端末は、ドアホンと無線電話により通信する電話通信端末におい
て、前記ドアホンは、ドアに対応して設けられている、人感センサーと、カメラと、呼び
出し釦とを備えており、人物の識別情報として、顔画像を登録できるように構成されてお
り、訪問者が前記ドアに近づいたことを前記人感センサーが検出すると、前記カメラを作
動させて前記訪問者の顔画像を撮影かつ記録し、前記訪問者の顔画像と登録されている前
記顔画像とに基づいて、前記訪問者が、前記顔画像が登録されている登録者か未登録者か
を判断し、前記訪問者によって前記呼び出し釦が押されると、前記訪問者が前記登録者か
前記未登録者かに応じて、前記電話通信端末に電話し、あるいは留守番機能を動作させる
、ように構成されており、前記電話通信端末は、使用者が前記ドアホンからの電話を受け
られない場所あるいは電話を受けたくない場所を、通知拒否エリアに登録できるように構
成されており、前記電話通信端末が前記通知拒否エリアに入っている間、前記呼び出し釦
が押された場合に、前記電話通信端末に電話することを禁止し、かつ前記留守番機能を動
作させるように、前記ドアホンを制御するように構成されている、ことを特徴とする。
【００１０】
　前記電話通信端末は、前記電話通信端末の動作モードを、前記使用者が前記ドアホンか
らの電話を受けない通知拒否モードに設定できるように構成されており、前記動作モード
が前記通知拒否モードに設定されている間、前記呼び出し釦が押された場合に、前記電話
通信端末に電話することを禁止し、かつ前記留守番機能を動作させるように、前記ドアホ
ンを制御するように構成されている。
【００１１】
　本発明に係る通信システムは、前記電話通信端末および前記ドアホンからなる通信シス
テムであって、前記ドアが開かれたときの動画をドア開動画として登録できるように、か
つ前記ドアが開かれた場合に電話するか否かを前記登録者の各々および前記未登録者に対
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して登録できるように構成されており、登録された前記ドア開動画に一致または類似する
動画が前記カメラによって撮影されたとき、前記訪問者に応じて、前記電話通信端末に電
話し、あるいは電話しないように構成されている。
【００１２】
　本発明に係る通信システムの制御方法は、無線電話により互いに通信する電話通信端末
およびドアホンを備えている通信システムの制御方法であって、前記ドアホンは、ドアに
対応して設けられている、人感センサーと、カメラと、呼び出し釦とを備えており、人物
の識別情報として、顔画像を登録できるように、構成されており、訪問者が前記ドアに近
づいたことを前記人感センサーが検出すると、前記カメラを作動させて前記訪問者の顔画
像を撮影かつ記録するように、構成されており、前記訪問者の顔画像と登録されている前
記顔画像とに基づいて、前記訪問者が、前記顔画像が登録されている登録者か未登録者か
を判断するように、構成されており、前記訪問者によって前記呼び出し釦が押されると、
前記訪問者が前記登録者か前記未登録者かに応じて、前記電話通信端末に電話し、あるい
は留守番機能を動作させるように、構成されており、前記ドアが開かれたときの動画をド
ア開動画として登録できるように、かつ前記ドアが開かれた場合に電話するか否かを前記
登録者の各々および前記未登録者に対して登録できるように構成されており、前記電話通
信端末は、使用者が前記ドアホンからの電話を受けられない場所あるいは電話を受けたく
ない場所を、通知拒否エリアに登録できるように構成されており、前記電話通信端末の動
作モードを、前記使用者がドアホンからの電話を受けない通知拒否モードに設定できるよ
うに構成されており、前記制御方法は、前記電話通信端末が前記通知拒否エリアに入って
いる間、および／または前記動作モードが前記通知拒否モードに設定されている間、前記
呼び出し釦が押された場合に、前記電話通信端末に電話することを禁止し、かつ前記留守
番機能を動作させるように、前記ドアホンを制御する工程と、前記電話通信端末が前記通
知拒否エリアから出ると、および／または前記動作モードが、前記通知拒否モードから、
前記使用者が前記ドアホンからの電話を受ける通知許可モードに変更されると、通知許可
を前記電話通信端末から前記ドアホンに送信する工程と、前記ドアホンが前記通知許可を
受信すると、前記ドアホンが前記電話通信端末に電話することを禁止されていた間に記録
された前記訪問者の顔画像および／または動画を、前記電話通信端末に送信する工程と、
登録された前記ドア開動画に一致または類似する動画が前記カメラによって撮影されたと
き、前記訪問者に応じて、前記電話通信端末に電話し、あるいは電話しないように構成さ
れている、ことを特徴とする。
【００１３】
　前記電話通信端末は、前記電話通信端末が前記通知拒否エリアから出ると、通知許可を
前記ドアホンに送信するように構成されており、前記電話通信端末は、前記動作モードが
、前記通知拒否モードから、前記使用者がドアホンからの電話を受ける通知許可モードに
変更されると、通知許可を前記ドアホンに送信するように構成されており、前記ドアホン
は、前記通知許可を受信すると、前記ドアホンが前記電話通信端末に電話することを禁止
されていた間に記録された前記訪問者の顔画像および／または動画を、前記電話通信端末
に送信するように構成されている。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明に係る電話通信端末は、使用者が通知拒否エリアにいるときに、訪問者が来ても
、電話通信端末に電話することを禁止させ、留守番動作をさせるようにドアホンを制御す
る。このため、使用者は、例えば、会社の会議室、映画館、および病院など、ドアホンか
らの電話を受けられない場所あるいは電話を受けたくない場所にいるときに、ドアホンか
ら電話を受けることを防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本実施形態の携帯電話機の電気的構成を示すブロック図である。
【図２】本実施形態のドアホンの電気的構成を示すブロック図である。
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【図３】本実施形態のドアホン動作の登録項目を示す表である。
【図４】本実施形態の携帯電話機及びドアホンにおける、ドアホン動作の登録処理を示す
フローチャートである。
【図５】本実施形態のドアホンにおける、ドア開動画の登録処理を示すフローチャートで
ある。
【図６】携帯電話機からドアホンに対して訪問者の通知を拒否または許可する場合におけ
る、本実施形態の携帯電話機における処理を示すフローチャートである。
【図７】携帯電話機からドアホンに対して訪問者の通知を拒否または許可する場合におけ
る、本実施形態のドアホンにおける処理を示すフローチャートである。
【図８】本実施形態のドアホンにおける４つのタスクの処理を示すフローチャートである
。
【図９】ドアホンから通知を受けた時の本実施形態の携帯電話機の処理を示すフローチャ
ートである。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本実施形態に係る通信システムは、図１に示される携帯電話機（電話通信端末）１００
および図２に示されるドアホン２００からなっている。
【００１７】
　図１を参照して、携帯電話機１００の電気的構成を説明する。携帯電話機１００は、無
線アンテナ１０１、無線部１０２、マイクロフォン１０３、スピーカ１０４、ＧＰＳアン
テナ１０５、ＧＰＳ受信機１０６、タイマー１０７、ドアホン通知可否判定部１０８、ド
アホン通信部１０９、充電池１１０、メモリ１１１、ｍｉｃｒｏＳＤ１１２、操作パネル
１１３、表示部１１４、および電話機制御部１１５を備えている。無線アンテナ１０１は
、携帯網の基地局あるいはｗｉｆｉ通信のホットスポットと無線電波を送受信するための
装置である。無線部１０２は、携帯網の基地局あるいはｗｉｆｉ通信のホットスポットと
無線電波を送受信するための装置である。マイクロフォン１０３は、通話を行うための装
置である。スピーカ１０４は、通話の音声や着信音や各種の音声ガイダンスを放音するた
めの装置である。ＧＰＳアンテナ１０５は、ＧＰＳ衛星の電波を受信するための装置であ
る。ＧＰＳ受信機１０６は、ＧＰＳ衛星の電波を受信するための装置である。ドアホン通
知可否判定部１０８は、ドアホン２００からの訪問通知を許可するか拒否するかの判定を
行う装置である。ドアホン通信部１０９は、ドアホン２００と通信を行う装置である。メ
モリ１１１は、携帯電話機１００に内蔵されている記憶装置であり、携帯電話機１００の
各種設定データを記憶する。ｍｉｃｒｏＳＤ１１２は、携帯電話機１００の外部メモリで
ある。操作パネル１１３は、携帯電話機１００を操作するための装置であり、タッチパネ
ルなどで構成されている。表示部１１４は、携帯電話機１００の表示装置であり、ＬＣＤ
などで構成されている。電話機制御部１１５は、携帯電話機１００の動作を制御する装置
である。
【００１８】
　図２を参照して、ドアホン２００の電気的構成およびドア３００を説明する。ドアホン
２００は、無線アンテナ２０１、無線部２０２、マイクロフォン２０３、スピーカ２０４
、カメラ２０５、人感センサー２０６、呼び出し釦２０７、顔画像認識部２０８、通信制
御部２０９、音声合成部２１０、メモリ２１１、ｍｉｃｒｏＳＤ２１２、操作パネル２１
３、表示部２１４、電源コード２１５、およびドアホン制御部２１６を備えている。無線
アンテナ２０１は、携帯網の基地局あるいはｗｉｆｉ通信のホットスポットと無線電波を
送受信するための装置である。無線部２０２は、携帯網の基地局あるいはｗｉｆｉ通信の
ホットスポットと無線電波を送受信するための装置である。マイクロフォン２０３は、訪
問者の音声を拾う装置である。スピーカ２０４は、訪問者と会話するための通話の音声や
留守録のガイダンスを放音する装置である。カメラ２０５は、訪問者の顔画像などを撮影
する装置である。人感センサー２０６は、人が来たことを感知する装置である。呼び出し
釦２０７は、ドアホン２００の設置された建物内の人を呼び出すための装置である。顔画
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像認識部２０８は、ドアホン２００のカメラ２０５で撮影した顔画像や動画とｍｉｃｒｏ
ＳＤに登録されているデータを比較・検索・認識などを行う装置である。通信制御部２０
９は、携帯電話機１００と通信を行う装置である。音声合成部２１０、留守録などのガイ
ダンスを合成する装置である。メモリ２１１は、ドアホン２００の親機に内蔵される記憶
装置であり、ドアホン２００の各種設定データを記憶する。ｍｉｃｒｏＳＤ２１２は、ド
アホン２００の親機の外部メモリであり、留守録データなどを保存する。操作パネル２１
３は、ドアホン２００を操作するための装置であり、タッチパネルなどで構成されている
。表示部２１４は、ドアホン２００の表示装置であり、ＬＣＤなどで構成されている。ド
アホン制御部２１６は、ドアホン２００の動作を制御する装置である。
【００１９】
　ドアホン２００は、子機としてのドアホンユニット２５０を備えている。ドアホンユニ
ット２５０は、上述した、マイクロフォン２０３、スピーカ２０４、カメラ２０５、人感
センサー２０６、および呼び出し釦２０７を備えている。ドアホンユニット２５０は、ド
ア３００に対応して設けられている。
【００２０】
　次に本実施形態の携帯電話機１００とドアホン２００の動作について、図４、図５、図
６、図７、図８、図９のフローチャートに従って説明する。
【００２１】
　本実施形態の携帯電話機１００及びドアホン２００に搭載されたソフトウェアは、複数
のタスクが同時に動作するマルチタスク構成となっている。このため、図４、図５、図６
、図７、図８、図９のフローチャートに記載される動作は、携帯電話機及びドアホンで同
時に実行される。
【００２２】
　まず、図４、図５のフローチャート及び図３の表に従って、ドアホン動作の登録につい
て説明する。
【００２３】
　図３の表に示されるように、ドアホン動作の登録項目は、（ａ）ドアホン通知先電話番
号、（ｂ）訪問者リスト、および（ｃ）拒否場所リストを含んでいる。
【００２４】
　ドアホン通知先電話番号は、ドアホン２００が設置されている建物を訪問者が訪問して
きた時に、ドアホン２００が通知を行う先の電話番号である。
【００２５】
　訪問者リストは、訪問者としての人物毎に設定された処理内容を示している。処理内容
は、複数の処理項目について設定された複数の処理からなっている。複数の処理項目は、
留守録動作、訪問通知、ドア開時通知、および警報音である。訪問者リストは、人物の識
別情報毎に、留守録動作をするか否か、訪問通知をするか否か、ドア開時通知をするか否
か、および警報音を発するか否かを設定している。人物の識別情報は、顔画像と、顔画像
に対応して設定される識別名とからなっている。識別名は、例えば氏名である。使用者は
、携帯電話機１００を用いて顔画像を登録できる。顔画像が登録されている人物は、ドア
ホン２００において登録者として扱われる。顔画像が登録されていない人物は、未登録者
として扱われる。
【００２６】
　拒否場所リストは、使用者がドアホン２００からの通知を拒否する場所毎に設定された
処理内容を示している。処理内容は、拒否範囲および機能モードを含んでいる。拒否範囲
は、指定された場所（拒否場所）を中心とする半径を示しており、この半径内の領域が通
知拒否エリアに設定される。
【００２７】
　図４を参照して、ドアホン動作の登録処理を説明する。使用者は、携帯電話機１００の
操作パネル１１３を操作して、ドアホン動作の登録操作を行う。登録操作が行われるまで
、電話機制御部１１６は、登録操作が行われたか否かを判定する（ステップＳ４００）。
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登録操作が行われると、電話機制御部１１６は携帯電話機１００の動作モードをドアホン
動作登録モードにし（ステップＳ４０１）、使用者の入力を待つ。ドアホン動作登録モー
ドでは、表示部１１４にドアホン動作登録画面が表示され、使用者はドアホン動作登録画
面に基づいて登録操作を継続する。
【００２８】
　登録操作において、使用者は、ドアホン通知先電話番号を登録する。また、使用者は、
訪問者リストの登録を行う。使用者は、訪問者リストの人物の顔画像として、訪問者リス
トに携帯電話機１００で撮った写真などを登録する。さらに、使用者は、人物毎の処理内
容として、その人が訪問した時に留守録するか否か（留守録動作）、ドアホンから通知し
てもらうか否か（訪問通知）、ドアが開かれた時に通知するか否か（ドア開時通知）、お
よび警報音を出すか否か（警報音）を登録する。
【００２９】
　登録操作において、使用者は、拒否場所リストの登録も行う。なお、機能モードの登録
は機能モードの一覧から選択する方法で選んでいく。また、拒否場所の登録は、現在位置
を登録したり、インターネットの地図データから登録したりできるようになっている。
【００３０】
　顔画像の登録は、携帯電話機１００に記憶されている顔画像だけでなく、ドアホン２０
０に以前記録された留守録画像のデータからも可能である。留守録画像のデータは、ドア
ホン２００のｍｉｃｒｏＳＤ２１２内に保存されているので、使用者は、操作パネル１１
３を操作することにより、留守録画像のデータ内の顔画像を見ることができる。
【００３１】
　電話機制御部１１６は、ドアホン動作登録モードにおいて、ドアホン２００内の顔画像
（留守録画像のデータ）が、訪問者リストの登録用の顔画像に使用されるか否かを判定す
る（ステップＳ４０２）。具体的には、電話機制御部１１６は、使用者によって、ドアホ
ン２００内の顔画像を使用する指示があったか否かを判定する。ドアホン２００内の顔画
像が使用される場合、電話機制御部１１６は、ドアホン２００と携帯電話網やｗｉｆｉ通
信にて通信を行い、ドアホン通信部１０９を介して、ドアホン２００に顔画像要求を送信
する（ステップＳ４０３）。ドアホン２００は、顔画像要求を受信するまで、顔画像要求
を受信したか否かを判定する（ステップＳ４２０）。ドアホン２００は、顔画像要求を受
信した場合、ｍｉｃｒｏＳＤ２１２に記録されている留守録データから顔画像を取り出し
て、携帯電話機１００に送る（ステップＳ４２１）。ドアホン通信部１０９はドアホン２
００からの顔画像を受信すると（ステップＳ４０４）、その顔画像を電話機制御部１１６
に送る。電話機制御部１１６は、その顔画像を表示部１１４に表示して、使用者に訪問者
リストに登録するかどうかの入力を待つ。このような登録は、訪問者毎に実行でき、必要
に応じて繰り返し実行される。使用者が登録の終了操作を行うと、電話機制御部１１６は
登録されたデータをメモリ１１１に記録する（ステップＳ４０５）。なお、ドアホン２０
０内の顔画像が使用されない場合（Ｓ４０２）、例えば携帯電話機１００内の貌画像が使
用される場合、電話機制御部１１６は、ステップＳ４０３、Ｓ４０４を経ることなく、登
録されたデータをメモリ１１１に記録する（ステップＳ４０５）。登録されたデータが記
録されると、電話機制御部１１６は、ドアホン通信部１０９を駆動して、登録データをド
アホン２００に送信する（ステップＳ４０６）。ドアホン２００は、登録データを受信す
ると（ステップＳ４２２）、その登録データをメモリ２１１に保存する（ステップＳ４２
３）。携帯電話機１００およびドアホン２００は、登録データの送受信・保存が完了する
と、通信を終了する（ステップＳ４０７、ステップＳ４２４）。このようにして、ドアホ
ン動作の登録操作が完了する。
【００３２】
　なお、ドアホン２００は、登録用の顔画像として、デジタルカメラなどで撮影された顔
画像を利用できる。この場合、携帯電話機１００またはドアホン２００に、デジタルカメ
ラから取り外されたｍｉｃｒｏＳＤを挿すことによって、顔画像のデータが取り込まれる
。図１のｍｉｃｒｏＳＤ１１２は、携帯電話機１００に挿されたｍｉｃｒｏＳＤを示して
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おり、図２のｍｉｃｒｏＳＤ２１２は、ドアホン２００に挿されたｍｉｃｒｏＳＤを示し
ている。
【００３３】
　図５を参照して、ドア３００が開いた時の動画（以下ドア開動画と呼ぶ）の登録につい
て、説明する。これは、ドアホン２００側で登録を行う。まず、使用者は、ドアホン２０
０の操作パネル２１３を操作して、ドア開動画の登録操作を行う。ドアホン制御部２１６
は、ドア開動画の登録操作が行われたことを検出すると（ステップＳ５００）、ドアホン
２００の動作モードがドア開動画登録モードになる。動作モードがドア開動画登録モード
になると、ドアホン制御部２１６は、呼び出し釦２０７が押下されるのを待つ（ステップ
Ｓ５０１）。ドアホン制御部２１６は、呼び出し釦２０７が押下されることを検出すると
、録画を開始する（ステップＳ５０２）。使用者は、ドア３００を開け、ドア３００が開
かれるときのドア３００の動作をドアホン２００に記録させる。録画された動画は、メモ
リ２１１に保存される（ステップＳ５０３）。
【００３４】
　ドア開画像が適切に撮影されるように、ドアホンユニット２５０（カメラ２０５）は、
次のような位置に設けられている。まず、ドアホンユニット２５０の取り付け場所は、ド
ア３００に取り付ける場合とドア３００以外のところに取り付ける場合がある。どちらの
場合でも、できるだけドア３００が開かれたときの状態がわかる映像が映る位置に、ドア
ホンユニット２５０を取り付ける必要がある。例えば、ドアホンユニット２５０がドア３
００に取り付けられる場合は、ドア開動画は、ドア３００が映らずにカメラ映像全体が移
動するような映像になる。この場合、ドアホンユニット２５０を、訪問者の腕がドアに伸
びてくる映像が写った後で、カメラ映像全体が移動するような動画を得ることができる位
置に設ける必要がある。また、ドアホンユニット２５０がドア３００自体ではなく、ドア
３００の付近に取り付けられている場合は、カメラ映像全体は動かずにドアが開けられる
映像が撮影された動画になる。この場合、ドアホンユニット２５０を、ドア３００を開け
た時にドア３００やドアノブが映る位置にとりつける必要がある。
【００３５】
　次に、図６を参照して、携帯電話機１００からドアホン２００に対して訪問者の通知を
拒否または許可する方法について説明する。また、通知の拒否から許可になった時に、そ
の間に訪れた訪問者の留守録を確認する方法についても説明する。
【００３６】
　図６のフローは、例えば、携帯電話機１００の電源投入時に開始される。電話機制御部
１１６は、まず通知フラグを１（通知許可）に設定する（ステップＳ６００）。電話機制
御部１１６は、常に、使用者が留守録の確認操作をしたか否かを監視し（ステップＳ６０
１）、現在位置が通知拒否エリアか否かを監視し（ステップＳ６０２）、かつ動作モード
が通知拒否モードか否かを監視する（ステップＳ６０３）。携帯電話機１００の現在位置
は、ＧＰＳからのデータを、ＧＰＳ受信機１０６を介して受信することにより、取得され
ている。通知拒否モードは、ドアホン２００からの電話を携帯電話機１００が受けない動
作モードである。動作モードが通知拒否モードではないとき、動作モードは通知許可モー
ドにある。
【００３７】
　ドアホン通知可否判定部１０８は、携帯電話機１００の現在位置が通知拒否エリアに入
ったり、携帯電話機１００の動作モードが通知拒否モードになったりすると、通知拒否が
指令されていると判定し、電話機制御部１１６に拒否信号を送る。電話機制御部１１６は
、拒否信号を受信すると、通知フラグを確認する（ステップＳ６１６）。通知フラグが０
（通知拒否）であれば、電話機制御部１１６は、状態に変化が無いため何もしない。通知
フラグが１（通知許可）であれば、電話機制御部１１６は、通知許可の状態から通知拒否
の状態になったため、通知フラグを０（通知拒否）に変更する（ステップＳ６１７）。さ
らに、電話機制御部１１６は、ドアホン通信部１０９を駆動して、通知拒否をドアホン２
００に送信する（ステップＳ６１８）。この後、携帯電話機１００の処理は、ステップＳ
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６０１、Ｓ６０２、Ｓ６０３に戻る。
【００３８】
　一方、携帯電話機１００の現在位置が通知拒否エリアではなく、かつ、携帯電話機１０
０の動作モードが通知拒否モードではない場合は、ドアホン通知可否判定部１０８は、通
知許可が指令されていると判定し、電話機制御部１１６に許可信号を送る。電話機制御部
１１６は、許可信号を受信すると、通知フラグを確認する（Ｓ６０４）。通知フラグが１
（通知許可）であれば、電話機制御部１１６は、状態に変化がないため何もしない。通知
フラグが０（通知拒否）であれば、電話機制御部１１６は、通知拒否の状態から通知許可
の状態になったため、通知フラグを１（通知許可）に変更する（ステップＳ６０５）。さ
らに、電話機制御部１１６は、ドアホン通信部１０９を駆動して、通知許可をドアホンに
送信する（ステップＳ６０６）。
【００３９】
　通知拒否の状態から通知許可の状態になった場合、通知拒否の間に訪問者が来たかもし
れない。通知許可を受信すると、電話機制御部１１６は、ドアホン通信部１０９を駆動し
て、ドアホン２００に留守録データの送信要求を送信する（ステップＳ６０７）。
【００４０】
　ドアホン２００は、留守録データの送信要求を受信すると、留守録の総件数と、まだ通
知していない新規の留守録件数とを含む留守録データを携帯電話機１００に送信する。新
規の留守録は、通知拒否エリアまたは通知拒否モードのため携帯電話機１００への電話が
禁止されていた間に訪問者が来ることによって作成された留守録である。このような留守
録データは、ドアホン通信部１０９を介して、電話機制御部１１６に送られる。電話機制
御部１１６は、新規の留守録を受信したか否かを判定する（Ｓ６０８）。電話機制御部１
１６が、新規の留守録を受信しないとき、電話機制御部１１６の処理は、ステップＳ６０
１、Ｓ６０２、Ｓ６０３に戻る。電話機制御部１１６は、新規の留守録を受信すると、通
知音を鳴らすとともに、表示部１１４に新規の留守録があることを表示する（ステップＳ
６０９）。使用者は、表示部１１４に表示された新規の留守録を見て、新規の留守録を再
生したい場合、留守録の再生操作を行う。電話機制御部１１６は、留守録の再生操作が行
われたか否かを判定する（ステップＳ６１０）。留守録の再生操作が行われると、電話機
制御部１１６は、ドアホン通信部１０９を駆動してドアホン２００に留守録の再生要求を
送信し、動作モードが留守録再生モードになる（ステップＳ６１１）。留守録再生モード
では、ドアホン２００に記録された留守録が再生され、留守録の再生や巻き戻しや早送り
などの再生に関する操作ができる。使用者は、留守録の再生を聞き終わると、留守録再生
モードの終了操作または、電話の終話操作をする。電話機制御部１１６は、留守録再生モ
ードの終了操作または終話操作が行われたことを検出すると、ドアホン通信部１０９はド
アホンとの電話を終了し、電話機制御部１１６は留守録再生モードを終了する（ステップ
Ｓ６１２）。
【００４１】
　また、使用者は、通知拒否の状態から通知許可の状態なった場合だけではなく、いつで
も、操作パネル１１３を操作して留守録の確認操作をすることにより、留守録を確認でき
る。電話機制御部１１６は、留守録の確認操作が行われたことを検出すると（Ｓ６０１）
、ドアホン通信部１０９を駆動して留守録データの送信要求をドアホン２００に送る（ス
テップＳ６１３）。ドアホン２００は、留守録データの送信要求を受信すると、留守録デ
ータを、携帯電話機１００に送信する。ドアホン通信部１０９は、留守録データを受信す
ると（ステップＳ６１４）、この留守録データを電話機制御部１１６に送る。電話機制御
部１１６は、留守録データ（留守録の総件数や新規の留守録件数）を表示部１１４に表示
する（ステップＳ６１５）。以下、上記で説明した通り、使用者はこれを見て、留守録を
聞いたりできる。
【００４２】
　次に、図７を参照して、ドアホン２００の動作について説明する。
【００４３】
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　図７のフローは、例えば、ドアホン２００の電源投入時に開始される。ドアホン２００
のドアホン制御部２１６は、まず通知フラグを１（通知許可）に設定する（ステップＳ７
００）。ドアホン制御部２１６は、常に、携帯電話機１００からの通知拒否を受信したか
否かを監視し（ステップＳ７０１）、通知許可を受信したか否かを監視し（ステップＳ７
０３）、留守録データの送信要求を受信したか否かを監視し（ステップＳ７０４）、かつ
人感センサー２０６が反応したか否かを監視している（ステップＳ７０７）。通信制御部
２０９は、携帯電話機１００から送られた通知拒否を受信し、その通知拒否をドアホン制
御部２１６に送る。ドアホン制御部２１６は、通知拒否を受信すると、通知フラグを０（
通知拒否）にする（ステップＳ７０２）。同様に、ドアホン制御部２１６は、通知許可を
受信すると、通知フラグを１（通知許可）にする（ステップＳ７０４）。また、携帯電話
機１００から留守録データの送信要求が送られてきた時は、ドアホン制御部２１６は、後
述する留守録再生タスクを起動する（ステップＳ７０６）。本実施形態のドアホン２００
のソフトウェアはマルチタスク構成なので、留守録再生タスクは、他のタスクと同時に実
行可能である。
【００４４】
　人感センサー２０６は、訪問者を感知するとドアホン制御部２１６に感知信号を送る。
ドアホン制御部２１６は、人感センサー２０６からの感知信号を監視している（ステップ
Ｓ７０７）。ドアホン制御部２１６が感知信号を受信しない場合、ドアホン２００の処理
は、Ｓ７００に戻る。ドアホン制御部２１６は、感知信号を受信すると、カメラ２０５を
起動し、撮影された映像をメモリ２１１に一時記録していく（ステップＳ７０８）。ドア
ホン制御部２１６は、撮影された映像を顔画像認識部２０８に送る。顔画像認識部２０８
は、撮影された映像に含まれる顔画像が、登録されている人物のうちの誰であるかを判定
する（ステップＳ７０９）。訪問者が特定の登録者あるいは未登録者である場合、図３の
訪問者リストにおいて、ドア開時通知がＯＮに設定されている。ドアホン制御部２１６は
、訪問者のドア開時通知がＯＮに設定されている場合、その訪問者に関する各種の登録デ
ータをメモリ２１１から読み出すとともに、ドア開動作タスクを起動する（ステップＳ７
１０）。このタスクも、他のタスクと同時に実行可能である。
【００４５】
　次に、ドアホン制御部２１６は、呼び出し釦２０７が押されたか否かを監視し（ステッ
プＳ７１１）、かつ訪問者が居なくなっているか否かを監視する（ステップＳ７１２）。
訪問者が呼び出し釦２０７を押さずに立ち去った場合は、ドアホン制御部２１６は、ドア
開動作タスクを停止させる（ステップＳ７２１）。この後、ドアホン２００の処理は、Ｓ
７００に戻る。
【００４６】
　訪問者が呼び出し釦２０７を押した場合、ドアホン制御部２１６は、図３の訪問者リス
トにおいて、訪問者の訪問通知がＯＮに設定されているか否かを判定し（ステップＳ７１
３）、かつ通知フラグが（通知許可）であるか否かを判定する（ステップＳ７１４）。訪
問通知がＯＮでありかつ通知フラグが１（通知許可）であるとき、ドアホン制御部２１６
は、後述する通知モードのタスクを起動する（ステップＳ７１５）。このタスクも、他の
タスクと同時に実行可能である。なお、訪問通知がＯＦＦである場合、または通知フラグ
が０（通知拒否）である場合、通知モードは起動されない。
【００４７】
　通知モードの起動後、またはステップＳ７１３において訪問者の訪問通知がＯＦＦであ
る場合、ドアホン制御部２１６は、図３の訪問者リストにおいて、その訪問者の留守録動
作がＯＮに設定されているか否かを判定する（ステップＳ７１６）。留守録動作がＯＮに
設定されている場合、またはステップＳ７１４において通知フラグが０（通知拒否）であ
る場合、ドアホン制御部２１６は、後述する留守録モードのタスクを起動する（ステップ
Ｓ７１７）。このタスクも、他のタスクと同時に実行可能である。なお、その訪問者の留
守録設定がＯＦＦである場合、留守録モードは起動されない。
【００４８】
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　ドアホン制御部２１６は、通知モードのタスクおよび留守録モードのタスクの双方が終
了するまで、通知モードのタスクおよび留守録モードのタスクが終了したか否かを監視す
る（ステップＳ７１８）。なお、通知モードのタスクおよび留守録モードのタスクのいず
れか一方のみが起動された場合は、起動したタスクが終了したか否かをドアホン制御部２
１６は監視する。起動したタスクが終了すると、ドアホン制御部２１６は、規定時間の録
画が完了するまで、規定時間の録画が完了したか否かを監視する（ステップＳ７１９）。
規定時間の録画が完了すると、ドアホン制御部２１６は、録画を停止し、メモリ２１１か
らｍｉｃｒｏＳＤ２１２に録画データを移動させて保存する（ステップＳ７２０）。その
後、ドアホン制御部２１６は、ドア開動作タスクを停止させる（ステップＳ７２１）。こ
の後、ドアホン２００の処理は、ステップＳ７００に戻る。
【００４９】
　次に図８を参照して、ドアホン２００の４つのタスクの処理について説明する。図８（
ａ）、（ｂ）、（ｃ）、および（ｄ）は、それぞれ、留守録再生タスクの処理、ドア開動
作タスクの処理、通知モードタスクの処理、および留守録モードタスクの処理を示してい
る。
【００５０】
（ａ）留守録再生タスク
　留守録再生タスクが起動されると、ドアホン制御部２１６は、ｍｉｃｒｏＳＤ２１２に
記録されている留守録データを読み出す（ステップＳ８００）。この留守録データは、留
守録の総件数、まだ通知や再生がされていない新規の件数、それぞれの音声データ・動画
データの記録位置を示すポインタなどを、含んでいる。ドアホン制御部２１６は、読み出
された留守録データを通信制御部２０９に送り、携帯電話機１００に送信する（ステップ
Ｓ８０１）。携帯電話機１００に送信された留守録データは表示部１１４に表示される。
使用者は、留守録再生の各要求（再生や早送りや巻き戻しなど）をドアホン２００に送信
するために、留守録の再生操作を行う。ドアホン制御部２１６は、留守録の再生操作が行
われているか否かを判定し（ステップＳ８０２）、かつ電話が終話したか否かを判定する
（ステップＳ８０４）。留守録の再生操作が行われていない間、ドアホン制御部２１６は
、音声および映像を伴う留守録を再生する（ステップＳ８０３）。つまり、留守録の再生
操作が行われるたび、繰り返し留守録の再生が行われる。また、終了操作または終話操作
が行われると、ドアホン制御部２１６は、留守録再生タスクを終了する。
【００５１】
（ｂ）ドア開動作タスク
　ドア開動作タスクが起動されると、ドアホン制御部２１６は、顔画像認識部２０８を駆
動して、ドア開動画と一致または類似するような動画（一致動画）が撮影されるまで、一
致動画が撮影されたか否かを監視する（ステップＳ８２０）。一致動画が撮影されると、
ドアホン制御部２１６は、訪問者のドア開時通知がＯＮであるか否かを判定する（ステッ
プＳ８２１）。訪問者のドア開時通知がＯＦＦである場合、ドアホン制御部２１６は、留
守録再生タスクを終了する。訪問者のドア開時通知がＯＮである場合、ドアホン制御部２
１６は、留守録再生タスクが起動しているなら、留守録再生タスクを中止させる（ステッ
プＳ８２２）。次に、ドアホン制御部２１６は、図３の訪問者リストにおいて訪問者の警
報音がＯＮに設定されているか否かを確認し、警報音を出すか否かを判定する（ステップ
Ｓ８２３）。訪問者の警報音がＯＮに設定されていれば、ドアホン制御部２１６は、ドア
ホン２００のスピーカ２０４から警報音を放音する（ステップＳ８２４）。次に、ドアホ
ン制御部２１６は、通知モードタスクが起動しているか否かを判定する（ステップＳ８２
５）。通知モードタスクが起動していない場合、ドアホン制御部２１６は、通知モードタ
スクを起動し、ドア開情報を携帯電話機１００に送信する（ステップＳ８２６）。ドア開
情報は、ドア３００が開かれたことを使用者に通知する情報であり、ドア開動画を含んで
もよい。通知モードタスクが既に起動している場合、ドアホン制御部２１６は、新たに通
知モードタスクを起動することなく、ドア開情報を携帯電話機１００に送信する（ステッ
プＳ８２７）。ドア開情報が携帯電話機１００に送信されると、ドアホン制御部２１６は
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、ドア開動作タスクを終了する。
【００５２】
（ｃ）通知モードタスク
　通知モードタスクが起動されると、ドアホン制御部２１６は、通信制御部２０９を駆動
して、携帯電話機１００に発呼を行う（ステップＳ８４０）。携帯電話機１００に電話が
つながると、ドアホン制御部２１６は、モニターモードを実行する（ステップＳ８４１）
。モニターモードでは、ドアホン制御部２１６は、マイクロフォン２０３で得られた音声
およびカメラ２０５で得られた映像を、携帯電話機１００に送信するが、携帯電話機１０
０の音声をスピーカ２０４に出さない。また、ドアホン制御部２１６は、電話が終話した
か否かを監視する（ステップＳ８４２）。電話が終話した場合、ドアホン制御部２１６は
、通知モードタスクを終了する。電話が終話していない場合、ドアホン制御部２１６は、
携帯電話機１００において通話モードへの切り替え操作が行われたか否かを判定する（ス
テップＳ８４３）。切り替え操作が行われると、携帯電話機１００から通信制御部２０９
を介してドアホン制御部２１６に通話モードへの切り替え要求が送られてくる。ドアホン
制御部２１６は、切り替え要求の有無に基づいて、切り替え操作が行われたか否かを判定
する。通話モードへの切り替え操作が行われていない場合、ドアホン制御部２１６は、再
びステップＳ８４２を実行する。通話モードへの切り替え操作が行われた場合、ドアホン
制御部２１６は、留守録モードタスクが動作しているなら、留守録モードタスクを中止さ
せる（ステップＳ８４４）。さらに、ドアホン制御部２１６は、モニターモードを通話モ
ードに変更する（ステップＳ８４５）。通話モードでは、ドアホン制御部２１６は、携帯
電話機１００からの音声をスピーカ２０４に流す。このため、通話モードでは、訪問者と
携帯電話機１００の使用者が会話することができる。通話モードに設定されると、ドアホ
ン制御部２１６は、再びステップＳ８４２、Ｓ８４３の判定を実行する。
【００５３】
（ｄ）留守録モードタスク
　留守録モードタスクが起動されると、ドアホン制御部２１６は、音声合成部２１０を駆
動して、留守録用の応答メッセージをスピーカ２０４より放音する（ステップＳ８６０）
。応答メッセージの放音が終わると、ドアホン制御部２１６は、訪問者の用件と映像をマ
イクロフォン２０３とカメラ２０５から拾い、ｍｉｃｒｏＳＤ２１２に記録を開始する（
ステップＳ８６１）。ドアホン制御部２１６は、記録時間が規定時間を経過するまで、記
録時間が規定時間を経過したか否かを監視する（ステップＳ８６２）。記録時間が規定時
間を経過すると、ドアホン制御部２１６は記録を終了し、留守録モードタスクを終了する
。
【００５４】
　最後に、図９を参照して、ドアホン２００から通知を受けた時の携帯電話機１００の処
理について説明する。
【００５５】
　携帯電話機１００の電話機制御部１１６は、常にドアホン通信部１０９を駆動して、ド
アホン２００から訪問者の来訪を通知する着信があるか否かを監視している（ステップＳ
９００）。電話機制御部１１６は、ドアホン２００からの着信をドアホン通信部１０９か
らの信号によって検出すると、ドアホン通知モードを実行する（ステップＳ９０１）。ド
アホン通知モードでは、電話機制御部１１６は、表示部１１４をドアホン通知モードの表
示に切り替える。また、電話機制御部１１６は、ドアホン通信部１０９がドア開情報を受
信したか否かを判定する（ステップＳ９０２）。ドアホン通信部１０９がドア開情報を受
信しない場合、電話機制御部１１６は、スピーカ１０４から通常の通知音を放音し（ステ
ップＳ９０３）、表示部１１４に訪問者の識別情報（氏名、顔画像など）を表示する（ス
テップＳ９０４）。なお、訪問者が未登録者である場合、訪問者が未登録である旨を表示
する。一方、ドアホン通信部１０９がドア開情報を受信した場合、電話機制御部１１６は
、スピーカ１０４からアラーム音を放音し（ステップＳ９０５）、表示部１１４に訪問者
の識別情報とドア３００が開かれた旨とを表示する（ステップＳ９０６）。なお、訪問者
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が未登録者である場合、訪問者が未登録である旨を表示する。
【００５６】
　ステップＳ９０４またはＳ９０６の後、電話機制御部１１６は、ドアホン通知モードを
モニターモードに変更する（ステップＳ９０７）。モニターモードでは、電話機制御部１
１６は、マイクロフォン１０３をミュートして、ドアホン２００からの映像と音声を表示
部１１４とスピーカ１０４に出力する。使用者はこの映像と音声を確認して、訪問者と通
話したいと思うなら、携帯電話機１００の操作パネル１１３を操作して、通話モードへの
切り替え操作を行う。モニターモードでは、電話機制御部１１６は、終了操作または終話
操作が行われた否かを監視し（ステップＳ９０８）、かつ通話モードへの切り替え操作が
行われた否かを監視している（ステップＳ９０９）。ここで、終了操作は、モニターモー
ドまたは通話モードの終了操作を示しており、使用者がモニターモードまたは通話モード
を終了したいと思うときに、操作パネル１１３を操作することによって行われる。終了操
作または終話操作が行われない間、電話機制御部１１６は、通話モードへの切り替え操作
が行われると、モニターモードを通話モードに変更する（Ｓ９１０）。終了操作または終
話操作が行われた場合、電話機制御部１１６は、終話処理を実行し（ステップＳ９１１）
、携帯電話機１００の処理をステップＳ９００に戻す。
【００５７】
　本実施形態に係る携帯電話機１００、通信システム、プログラム、および通信システム
の制御方法は、上述した構成により、次の効果を有している。
【００５８】
　本実施形態に係る携帯電話機（電話通信端末）１００は、ドアホン２００と無線電話に
より通信する携帯電話機１００において、前記ドアホン２００は、ドア３００に対応して
設けられている、人感センサー２０６と、カメラ２０５と、呼び出し釦２０７とを備えて
おり、人物の識別情報として、顔画像を登録できるように構成されており、訪問者が前記
ドア３００に近づいたことを前記人感センサー２０６が検出すると、前記カメラ２０５を
作動させて前記訪問者の顔画像を撮影かつ記録し、前記訪問者の顔画像と登録されている
前記顔画像とに基づいて、前記訪問者が、前記顔画像が登録されている登録者か未登録者
かを判断し、前記訪問者によって前記呼び出し釦２０７が押されると、前記訪問者が前記
登録者か前記未登録者かに応じて、前記携帯電話機１００に電話し、あるいは留守番機能
を動作させる、ように構成されており、前記携帯電話機１００は、使用者が前記ドアホン
２００からの電話を受けられない場所あるいは電話を受けたくない場所を、通知拒否エリ
アに登録できるように構成されており、前記携帯電話機１００が前記通知拒否エリアに入
っている間、前記呼び出し釦が押された場合に、前記携帯電話機１００に電話することを
禁止し、かつ前記留守番機能を動作させるように、前記ドアホン２００を制御するように
構成されている、ことを特徴とする。
【００５９】
　このため、使用者は、例えば、会社の会議室、映画館、および病院など、ドアホン２０
０からの電話を受けられない場所あるいは電話を受けたくない場所にいるときに、ドアホ
ン２００から電話を受けることを防止できる。
【００６０】
　さらに、本実施形態に係る携帯電話機（電話通信端末）１００は、前記携帯電話機１０
０の動作モードを、前記使用者が前記ドアホン２００からの電話を受けない通知拒否モー
ドに設定できるように構成されており、前記動作モードが前記通知拒否モードに設定され
ている間、前記呼び出し釦２０７が押された場合に、前記携帯電話機１００に電話するこ
とを禁止し、かつ前記留守番機能を動作させるように、前記ドアホン２００を制御するよ
うに構成されている。
【００６１】
　このため、使用者は、ドアホン２００からの電話を受けられない動作モードあるいは電
話を受けたくない動作モードで携帯電話機１００を使用しているときに、ドアホン２００
から電話を受けることを防止できる。使用者は、ドライブモード、電波ＯＦＦモード、お
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よび使用者が電話を受けたくないと思うときの動作モード、例えば、ブラウザでネットサ
ーフィンする時や音楽を聴く時や録画していたビデオを見る時などの動作モードを、通知
拒否モードに設定できる。
【００６２】
　さらに、本実施形態に係る通信システムにおいて、前記携帯電話機（電話通信端末）１
００は、前記携帯電話機１００が前記通知拒否エリアから出ると、通知許可を前記ドアホ
ン２００に送信するように構成されており、前記ドアホン２００は、前記通知許可を受信
すると、前記ドアホン２００が前記携帯電話機１００に電話することを禁止されていた間
に記録された前記訪問者の顔画像および／または動画を、前記携帯電話機１００に送信す
るように構成されている。
【００６３】
　このため、使用者は、通知拒否エリア外のため電話を受けられなかった間に訪れた訪問
者の記録を確認でき、ドアホン２００の使い勝手が向上する。
【００６４】
　さらに、本実施形態に係る通信システムは、前記携帯電話機（電話通信端末）１００は
、前記動作モードが、前記通知拒否モードから、前記使用者がドアホン２００からの電話
を受ける通知許可モードに変更されると、通知許可を前記ドアホン２００に送信するよう
に構成されており、前記ドアホン２００は、前記通知許可を受信すると、前記ドアホン２
００が前記携帯電話機１００に電話することを禁止されていた間に記録された前記訪問者
の顔画像および／または動画を、前記携帯電話機１００に送信するように構成されている
。
【００６５】
　このため、使用者は、携帯電話機１００の使用中のため電話を受けられなかった時に訪
れた訪問者の記録を確認でき、ドアホン２００の使い勝手が向上する。
【００６６】
　さらに、本実施形態に係る通信システムは、前記ドア３００が開かれたときの動画をド
ア開動画として登録できるように、かつ前記ドア３００が開かれた場合に電話するか否か
を前記登録者の各々および前記未登録者に対して登録できるように構成されており、登録
された前記ドア開動画に一致または類似する動画が前記カメラ２０５によって撮影された
とき、前記訪問者に応じて、前記携帯電話機１００に電話し、あるいは電話しないように
構成されている。
【００６７】
　このため、使用者は、通知の必要のない訪問者がドアを開いた場合を除き、訪問者がド
ア３００を開いた場合に、ドア３００が開かれたことを認識できる。使用者は、例えば、
ドア３００が開かれた場合に通知することを未登録者に対して登録しておけば、未登録者
がドア３００を開いた場合に、空き巣など不審者の侵入の虞を認識できる。あるいは、使
用者は、ドア３００が開かれた場合に通知することを、登録者である自らの子供に対して
登録しておけば、子供が帰宅したことを認識できる。つまり、ドアホン２００の使い勝手
が向上する。
【００６８】
　本実施形態に係るソフトウェア（プログラム）は、電話通信端末およびドアホンからな
る通信システムを機能させる。
【００６９】
　このため、使用者は、例えば、会社の会議室、映画館、および病院など、ドアホン２０
０からの電話を受けられない場所あるいは電話を受けたくない場所にいるときに、ドアホ
ン２００から電話を受けることを防止できる。
【００７０】
　本実施形態に係る通信システムの制御方法は、無線電話により互いに通信する携帯電話
機（電話通信端末）１００およびドアホン２００を備えている通信システムの制御方法に
おいて、前記ドアホン２００は、ドア３００に対応して設けられている、人感センサー２
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０６と、カメラ２０５と、呼び出し釦２０７とを備えており、人物の識別情報として、顔
画像を登録できるように、構成されており、訪問者が前記ドア３００に近づいたことを前
記人感センサー２０６が検出すると、前記カメラ２０５を作動させて前記訪問者の顔画像
を撮影かつ記録するように、構成されており、前記訪問者の顔画像と登録されている前記
顔画像とに基づいて、前記訪問者が、前記顔画像が登録されている登録者か未登録者かを
判断するように、構成されており、前記訪問者によって前記呼び出し釦２０７が押される
と、前記訪問者が前記登録者か前記未登録者かに応じて、前記携帯電話機１００に電話し
、あるいは留守番機能を動作させるように、構成されており、前記ドア３００が開かれた
ときの動画をドア開動画として登録できるように、かつ前記ドア３００が開かれた場合に
電話するか否かを前記登録者の各々および前記未登録者に対して登録できるように構成さ
れており、前記携帯電話機１００は、使用者が前記ドアホンからの電話を受けられない場
所あるいは電話を受けたくない場所を、通知拒否エリアに登録できるように構成されてお
り、前記電話通信端末の動作モードを、前記使用者が前記ドアホン２００からの電話を受
けない通知拒否モードに設定できるように構成されており、前記制御方法は、前記携帯電
話機１００が前記通知拒否エリアに入っている間、および／または前記動作モードが前記
通知拒否モードに設定されている間、前記呼び出し釦２０７が押された場合に、前記携帯
電話機１００に電話することを禁止し、かつ前記留守番機能を動作させるように、前記ド
アホン２００を制御する工程と、前記携帯電話機１００が前記通知拒否エリアから出ると
、および／または前記動作モードが、前記通知拒否モードから、前記使用者がドアホン２
００からの電話を受ける通知許可モードに変更されると、通知許可を前記電話通信端末か
ら前記ドアホン２００に送信する工程と、前記ドアホン２００が前記通知許可を受信する
と、前記ドアホン２００が前記携帯電話機１００に電話することを禁止されていた間に記
録された前記訪問者の顔画像および／または動画を、前記携帯電話機１００に送信する工
程と、登録された前記ドア開動画に一致または類似する動画が前記カメラ２０５によって
撮影されたとき、前記訪問者に応じて、前記携帯電話機１００に電話し、あるいは電話し
ないように構成されている。
【００７１】
　このため、使用者は、例えば、会社の会議室、映画館、および病院など、ドアホン２０
０からの電話を受けられない場所あるいは電話を受けたくない場所にいるときに、ドアホ
ン２００から電話を受けることを防止できる。また、使用者は、ドアホン２００からの電
話を受けられない動作モードあるいは電話を受けたくない動作モードで携帯電話機１００
を使用しているときに、ドアホン２００から電話を受けることを防止できる。使用者は、
ドライブモード、電波ＯＦＦモード、および使用者が電話を受けたくないと思うときの動
作モード、例えば、ブラウザでネットサーフィンする時や音楽を聴く時や録画していたビ
デオを見る時などの動作モードを、通知拒否モードに設定できる。また、このため、使用
者は、通知拒否エリア外のため電話を受けられなかった間に訪れた訪問者の記録を確認で
き、ドアホン２００の使い勝手が向上する。また、使用者は、携帯電話機１００の使用中
のため電話を受けられなかった時に訪れた訪問者の記録を確認でき、ドアホン２００の使
い勝手が向上する。また、使用者は、通知の必要のない訪問者がドアを開いた場合を除き
、訪問者がドア３００を開いた場合に、ドア３００が開かれたことを認識できる。使用者
は、例えば、ドア３００が開かれた場合に通知することを未登録者に対して登録しておけ
ば、未登録者がドア３００を開いた場合に、空き巣など不審者の侵入の虞を認識できる。
あるいは、使用者は、ドア３００が開かれた場合に通知することを、登録者である自らの
子供に対して登録しておけば、子供が帰宅したことを認識できる。つまり、ドアホン２０
０の使い勝手が向上する。
【００７２】
　また、本発明に係る電話通信端末は、本実施形態に係る携帯電話機１００に限定される
ものではなく、電話機機能を有するモバイルＰＣやＰＡＤ端末などにも適用できる。
【符号の説明】
【００７３】
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１００　携帯電話機（電話通信端末）
２００　ドアホン
２０５　カメラ
２０６　人感センサー
２０７　呼び出し釦
３００　ドア

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】
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